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１．整備新幹線について

新幹線鉄道の建設

※新幹線鉄道：主たる区間を時速２００km以上の高速度で走行できる幹線鉄道

高速輸送体系の形成が国土の総合的かつ普遍的開発に果
たす役割の重要性にかんがみ、新幹線鉄道による全国的な
鉄道網の整備を図ることにより、国民経済の発展及び国民生
活領域の拡大並びに地域の振興に資すること

（整備新幹線建設の目的）

１



１－２．既設新幹線及び整備新幹線の現状

２出典：国土交通省鉄道局HP



１－３．整備新幹線の整備方式

３
出典：国土交通省鉄道局HP



◇補助事業者（建設主体） = (独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構

◇補助スキーム

２．補助制度の概要①

※１ 既設新幹線譲渡収入とは、平成３年１０月にＪＲ東日本、東海、西日本に既に建設された新幹線鉄道施設（東海道、山陽、東
北及び上越新幹線）を譲渡した際の代金の一部。

※２ 地方公共団体は、公共事業関係費と既設新幹線譲渡収入等の合計額の２分の１を負担。（所要の地方交付税措置を講ず
る。）

地方公共団体

（負担金）

既設新幹線
譲渡収入

(整備新幹線整備事業資金）

公共事業関係費

（整備新幹線整備事業費補助）

国 ２ 地方 １

貸付料収入等

４

※２

※１

（事業費－貸付料）×補助率【2/3】－事業資金 ＝ 補助金額



《整備新幹線整備事業費補助》

《整備新幹線整備事業資金》

既設新幹線
営業主体

譲渡収入の一部

助成勘定 建設勘定

鉄道・運輸機構

繰 入

２．補助制度の概要②

国 助成勘定 建設勘定

補助金

鉄道・運輸機構

繰 入

５



３．九州新幹線（武雄温泉～長崎間）の整備状況
【事業概要】

◇工事実施計画認可

（武雄温泉～長崎間） 平成２４年６月２９日

◇総工事費 約６，１９７億円（変更認可額H29.4価格）

◇工事延長 約６７ｋｍ

路盤 約 ５．３ｋｍ（約 ８％）

橋りょう 約 ７．１ｋｍ（約１１％）

高架橋 約１３．６ｋｍ（約２０％）

トンネル 約４１．０ｋｍ（約６１％）

◇駅 武雄温泉、嬉野温泉（仮称）、

新大村（仮称）、 諫早、長崎

◇開 業 令和４年度（予定）

６

出典：鉄道・運輸機構 新幹線部



※貸付料の額については、全国新幹線鉄道整備法施行令第７条第２項の規定に基づき、国土交通大臣が定めることと
されている。

◇主な工事内容

・土木工事：高架橋建設、トンネル建設 ・用地：用地取得等、建物移転補償

・調査設計：駅建物設計

４．補助事業の概要

□補助対象事業費の内訳・九州新幹線（武雄温泉～長崎間）

７

百万円0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000 80,000 90,000

H30予算

（事業費計）

83,000百万円

H29予算

（事業費計）

80,000百万円
地方負担

21,307

補助金

26,842

事業資金

15,772

補助金

33,312

貸付料等

33,031 地方負担

16,656

貸付料等

16,078



□補助金等の交付（繰入）手続フロー＜平成２９年度繰越予算＞

国

機構（鉄道助成部）

機構（事業監理部）

概算
請求

概算
請求

4/19

4/26 6/5

5/31

注１．事業者からの概算払い請求については、工事工程及び出来形等の確認を行い、適切な請求であることをチェック（確認）した。

注２．概算払いにより全額受領済みであることから精算請求は行われなかった。

８

５．補助金手続きと審査実績①

概算
払

6/15

概算
払

6/18

概算
請求

概算
請求

概算
払

概算
払

9/3

9/4

9/14

9/18

額の確定
通知

4/24

4/24

概算
請求

概算
請求

概算
払

概算
払

11/27

12/3

12/14

12/17

概算
請求

概算
請求

概算
払

概算
払

〔支払〕〔支払〕〔支払〕〔支払〕

2/25

3/4

3/15

3/18

完了実績
報告

4/1

完了実績
報告

4/9

（チェック）※注１ （チェック）（チェック） （チェック）

年度終了
報告

年度終了
報告

〔報告〕
額の確定

通知

4/24

〔通知〕

2/13

～
2/15

現
地
審
査

審査

※注２



□補助金等の交付（繰入）手続フロー＜平成３０年度予算＞

国

繰入
申請 〔通知〕

交付
申請

交付
決定

繰入
決定

年度終了
報告

7/5

7/5

7/30

7/30

注１．事業者からの概算払い請求については、工事工程及び出来形等の確認を行い、適切な請求であることをチェック（確認）した。

注２．事業が年度内に完了しない見込みであったため、「実施状況報告」の手続きを行った。

９

（審査）

現
地
審
査

５．補助金手続きと審査実績②

概算
請求

概算
請求

概算
払

概算
払

9/3

9/4

9/14

9/18

〔報告〕

年度終了
報告

4/18

4/22

概算
請求

概算
請求

概算
払

概算
払

11/27

12/4

12/14

12/17

概算
請求

概算
請求

概算
払

概算
払

〔支払〕〔支払〕〔支払〕

〔通知〕

2/25

3/4

3/15

3/18

実施状況
報告

3/5

実施状況
報告

〔報告〕

3/11

（チェック）（チェック）※注１ （チェック）

2/13

～
2/15

機構（事業監理部）

機構（鉄道助成部）

※注２



６．補助金審査（繰入決定）

審査チェック対象

（番号はチェックシートの項目番
号）

□繰入決定に係る審査（繰入基準第６条）

１０



６－２．繰入申請と審査（平成３０年度）①

①

事業費（鉄道局予算配分概要より）

⑤

③

⑥

《 繰入申請（繰入基準第5条） 》

１１

事業費83,000百万円

予算が確保されていることを確認



６－２．繰入申請と審査（平成３０年度）②
《 繰入申請（第１号様式別紙１） 》

１２

合計額が予算の範囲内（同額）であることを確認②



６－２．繰入申請と審査（平成３０年度）③

②

１３

《 繰入申請（第１号様式別紙２） 》

⑥



６－２．繰入申請と審査（平成３０年度）④

⑦

④

《 繰入申請（第１号様式別紙３） 》

⑥

１４



６－３．交付・繰入決定通知（平成３０年度）

１５

国 → 機構（鉄道助成部）

機構（鉄道助成部） → 機構（事業監理部）

国から通知
された金額
を事業監理
部へ通知



《 事業実施状況報告（繰入基準第９条） 》

◇ 補助対象事業が事業年度内に完了しない

見込みであるときは、事業実施状況報告書を
事業年度の3月10日までに提出する。

７．実施状況報告（平成３０年度）①

１６



□実施状況の確認

７．実施状況報告（平成３０年度）②

繰越理由・内容等を確認し、適切な繰り越し手続きが可能か確認。
１７

平成３０年度計画額について確認



《事業年度終了実績報告（繰入基準第10条） 》

◇ 補助対象事業が事業年度内に完了しない

ときは、事業年度終了実績報告書を翌年度
の4月20日までに提出する。

７－２．年度終了実績報告（平成３０年度）①

１８



《 事業年度終了実績報告 》

７－２．年度終了実績報告（平成３０年度）②

・計画額から補助対象実績額を差し引い
た額が、翌年度へ繰越となる。

１９



□補助金審査～額の確定までの工程

重点審査項目の設定

補助金審査

額の確定

完了実績報告

１月～３月

～１１月

～４月５日

４月

２０

１２月１１日

＜九州新幹線＞

２月１３～１５日

４月１日

４月２４日

＜通常＞

審査日・員の通知

現地審査

１２月

８．補助金審査（額の確定）



時 刻 内 容 対 応 者

９：３０ 九州新幹線建設局 着

９：４５ 概況説明 局長以下

１０：０５ 書類審査開始 経理課長等

（ 昼食 ）

１７：００ 審査終了

１日目（現場調査） ２日目（書類等の審査）

時 刻 内 容 対 応 者

１３：４０ 武雄温泉駅 着

１３：５０ 武雄鉄道建設所 着 建設所長以下

～１４：１５ 概況説明

１４：３０ 第３下西山架道橋 着
現地審査開始

建設所長以下

１５：００ 第８武雄高架橋 着

１５：３０ 審査終了

１６：００ 武雄鉄道建設所 着

１７：００ 武雄温泉駅 発
→博多へ移動し宿泊

２月１３日（水） ２月１４日（木）

２１

８－２．現地審査行程

３日目（書類等の審査）

時 刻 内 容 対 応 者

９：００ 九州新幹線建設局 着

９：１０ 書類審査開始 経理課長等

（ 昼食 ）

１３：００ 書類審査

１５：００ 審査員打合せ
（審査内容の報告等に向けた確認）

１５：２０ 審査内容の報告等 局長以下

１５：４０ 終了

２月１５日（金）



８－３．審査のポイント

●事業内容（契約、工事等）が補助目的に沿ったものであるか。

●補助事業の遂行上、必要なものであるか。

●補助事業としての手続きの正確性、合規性。

●補助事業内容の経済性、効率性、有効性。

書類等の審査のポイント

現場調査のポイント

●補助目的が達せられているか

●設計図書、仕様書のとおりに完成しているか

➢ 施工内訳、施工幅員

➢ 構造物の寸法、仕上 等

２２



◆審査対象件数が多い場合等において、抽出審査を行うことができるものとしている。

「鉄道助成関係補助金等繰入審査マニュアル」（抄）

Ⅲ 補助金等の繰り入れ額の確定に係る審査

１ 審査の方法等

補助金等の繰り入れ額の確定に係る審査は、次に掲げる方法により実施するものとする。
なお、重点審査項目として定められたものについては、特に重点的に審査を行うものとする。
また、対象件数が多い場合などには、審査の効率性等を勘案し、事前審査を行うことができる
ものとする。

（１） 現地審査
① 書類等の審査

（略）
なお、対象件数が多い場合などには、当該事業の内容及び審査の効率性等を勘案し
て抽出し実施する。

② 現場調査
（略）
なお、対象箇所数が多い場合などには、当該事業の内容及び審査の効率性等を勘案
して抽出し実施する。

８－４．抽出による審査①

２３



◆抽出にあたっての条件は以下のとおり。

① 契約件数は２０件以上を抽出

② 「工事」､「調査・設計・測量」､「機械器具・設備」､「用地の取得等」､「建物移転等の補償」､
「物品・材料購入等」を網羅するように抽出

③抽出審査金額の割合は、全審査対象金額の２５％程度以上

８－４．抽出による審査②

２４

◆九州新幹線 武雄温泉～長崎間における抽出概要 （平成３０年度審査対象分）

① 抽出件数 ２０件（総契約件数 ２５２３件）

② ＜内訳＞ ・ 「工事」 １３件､ ・ 「用地の取得等」 「建物移転等の補償」 ４件

・ 「調査・設計・測量」 ３件

※ 「工事」はＪＲ等への委託工事４件を含む。「機械器具・設備」及び「物品・材料購入等」は金額が小さいため抽出しなかった。

③ 抽出金額の割合 約３２％



８－５．審査調書（様式）

２５



８－６．現地審査時の審査チェックシート（契約ごと）

　　整備新幹線整備事業費補助金・事業資金　：現地審査確認表　(支社・局名 ：　　　　　　　                 )

１

・

２ 契約に関係する書類

１ 起案書 ：

・契約番号 ：

・件　　　名 ：

・支出科目 ：

・契約の相手方 ：

・当初請負金額 ： 円 （消費税込み）

・契約年月日 ：

・着手年月日 ：

・しゅん功予定年月日 ：

・契約方式 ：

： 者

： 者 （19.4億円以上）

： 者 （250万円～19.4億円）（運送は19.4億円以上でも）

・入札・見積経過調書 ： 有 無

・支払条件　　　　　 　　 　・前金払 ： 有 無 有 無 ： 有 無

２．変更契約に関する調書

・設計変更 ： 有 無 第　　　 回～第  　　 回

・変更請負金額 ： 円 （消費税込み）

・変更しゅん功予定年月日（最終） ： 平成　　　年　　　月　　　日

・一時中止 ： 平成　　　年　　　月　　　日 ～ 平成　　　年　　　月　　　日

・中止理由　：

３ 工事施工に関係する確認

１．その他関係書類

・契約書 ：：　有 無 ・図 　面 ：：　有 無

・契約書記入追加訂正条項 ：：　有 無 ・標準図 ：：　有 無

・工事等数量総括表 ： 有 無 ・参考図 ：：　有 無

・予定価格書 ：：　有 無 円 （発注時・消費税込み）

・予定価格下調書 ：：　有 無

・土木等工事標準示方（仕様）書 ： 有 無 （省略） （軌道・建築・機械・電気）

・示方（仕様）書追加訂正条項 ： 有 無

・内容説明書 ：：　有 無

・支給材料調書 ：：　有 無 （主に軌道工事）

・貸与品調書 ：：　有 無 （主に軌道工事）

・着手届 ：：　有 無

・実施工程表 ：：　有 無

・請負金額内訳書 ：：　有 無

・現場代理人届 ：：　有 無

・監理技術者届又は主任技術者届 ：：　有 無

・施工管理者届 ：：　有 無

２．積算書

： 適 否

３．

第　　回出来形検査（審査時点の最終出来形を確認）

・出来形検査願 ： 有 無 （平成　年　月　日）

工事の概要：

平成　　　年　　　月　　日

従来型一般競争

葉

契約事務規程････第　　　条第　　 項第　　号　（　　　　）

・出来形払： しゅん功払

（立入り防止柵等の鉄道施設以外の一般的な工事）

工事完了に関する確認（出来形及びしゅん功）

【工事請負契約関係】

　　　　　　              第  　　　　号

審査日：平成   年　  月    日～　    日 作成者名：　 　　

決裁日（平成　  年　　月　　日)

審査件名番号

工事概要について全体的な説明を求める（内容の把握）

平成　　　年　　　月　　日

平成　　　年　　　月  　日

工事内容の確認

起案日(平成　   年　  月　  日)

一般競争

条件付一般競争

・積算方法が適切であるか【コンクリートの仕様を経済的なものとしているか】

葉

葉

配合条件に基づいているか確認。
セメント種類（普通、高炉）の適切な生コン
単価を積算書で使っているか。

・出来形内訳書 ： 有 無

・出来形検査調書 ： 有 無

・出来形検査報告書 ： 有 無 （検査月日：平成　　年　月　日）

しゅん功検査

・しゅん功届 ： 有 無 （平成　　年　　月　　日）

・最終回出来形内訳書 ： 有 無

・最終回出来形検査調書 ： 有 無

・工事等しゅん功検査報告書 ： 有 無 （検査月日：平成　　　年　　　月　　　日）

　出来形・しゅん功共通

・出来形図・しゅん功図（現場で保管） ： 有 無

・構造物寸法測定結果 ： 有 無 （出来形検測簿等による）

・工事写真 ： 有 無

・支給材料受払状況記録簿（使用数量） ：：　有 無 　　（主に軌道工事）

・補助事業以外の工事と一体的に行われているか ： 有 無

：：　適 否

４．・発生品の処理に関する確認

・発生品の再利用、売却、廃棄等 ： 有 無 円

・発生品の見積価格 円 円

５ ・リサイクルの実施状況の確認（建設副産物の有効利用）

・再生資源利用計画書（実施書） ： 有 無 ：：　有 無

・再生資源化完了報告書 ： 有 無 ：：　有 無

　（実施書は工事完了時に報告するものである ）

４ 支払に関係する書類

1．①前払請求書 ： 有 無 （平成   年　 月    日）

①支払年月日 ： （平成   年　 月    日）

②前払請求書 ： 有 無 （平成   年　 月    日）

②支払年月日 ： （平成   年　 月    日）

２．①出来形請求書 ： 有 無 （平成   年　 月    日）

①支払年月日 ： （平成   年　 月    日）

②出来形請求書 ： 有 無 （平成   年　 月    日）

②支払年月日 ： （平成   年　 月    日）

③出来形請求書 ： 有 無 （平成   年　 月    日）

③支払年月日 ： （平成   年　 月    日）

④出来形請求書 ： 有 無 （平成   年　 月    日）

④支払年月日 ： （平成   年　 月    日）

３．しゅん功請求書 有 無 （平成   年　 月    日）

支払年月日 （平成   年　 月    日）

４．審査後に支払見込額がある場合 有 無

・支払見込年月日・見込額 （平成   年　 月　  日） 円

（平成　年　月　日）

　　　　　　　　　　支払年月日 （平成　年　月　日）

【記事欄】

円

・再生資源利用促進計画書（実施書）

・発生品の売却価格

円

円

円

円

円

円

・産業廃棄物処理報告（ﾏﾆﾌｪｽﾄ）

・支払確認　　　請求書受理
円

・補助事業以外の工事と一体的に行われている場合の工事費の按分方法が適切に行われているか

・発生品の簿価

支払後、速やかに請求
書・支払伝票等の写しを

PDFでメールしてもらい
確認する。

２６

⑥

①

②

③

④

⑤

⑧



□書類審査（審査チェックシートの確認対象項目（事項：工事））

８－７．審査項目

⑥ 発生品の処理に関する確認

⑦ 委託工事の確認

⑧ 支払に関する確認

① 工事内容の確認

② 契約方法

③ 契約内容

④ 工事施工に関する確認

⑤ 工事完了に関する確認

２７



８－８．現地審査の結果

■現地審査日：平成３１年２月１３日（水）～１５日（金） 審査員４名

■主な審査内容

・ 工 事 高架橋建設、トンネル建設 等

・ 用 地 用地取得、建物移転補償 等

・ 調査・設計 駅建物設計 等

【九州新幹線建設局】

２８

■重点審査項目

・ 補助対象範囲

事業範囲や補助事業としての必要性を確認した。

・ 積算

適正な積算単価が設定されていることを確認した。

・ 入札・発注方法

適正な入札・発注方法がとられていることを確認した。



《 完了実績報告（繰入基準第10条） 》

◇ 補助対象事業を完了したときは、その日から20日を

経過した日又はその日の属する国の会計年度の翌年度

の4月5日のいずれか早い日までに、第7号様式による

事業完了実績報告書に参考となるべき資料を添え、これ

を提出する。

◇２月の現地審査の時点で未確認だった資料等も確認。

◇完了実績全体の数値を確認。

８－９．完了実績報告（平成29年度）①

２９



《 完了実績報告 》

８－９．完了実績報告（平成２９年度）②

３０

・実績額を審査調書で確認

・交付額と実績額、繰越がないことを確認



《 補助金等の繰り入れ額の確定に係る審査 》

◇審査チェックシートに基づき、次の事項を確認。

・工事に関する書類等の審査及び現場調査

・調査、設計、測量に関する書類等の審査

・機械器具、設備に関する書類等の審査

・用地の取得等に関する書類等の審査

・建物移転等の補償に関する書類等の審査

・物品、材料購入等に関する書類等の審査

・修正指示事項の有無

８－１０．審査＜確認・判定＞（平成２９年度）①

３１



８－１１．補助金の額の確定通知

国 → 機構（鉄道助成部）
機構（鉄道助成部） → 機構（事業監理部）

３２

国から通知さ
れた金額を
事業監理部
へ通知



END


